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2024年 4月 19日 

お知らせ 

帯広市 

競馬モール株式会社 

 

北海道帯広市と「楽天競馬」を運営する競馬モール、馬券の一部を 

地域振興に充てる「ばんえい十勝応援企画」を 2024年度も継続 
 

- 新たに帯広競馬場への集客強化を通じた観光支援策を予定 - 
 

北海道帯広市（以下「帯広市」）と、インターネット勝馬投票券（馬券）購入サイト「楽天競馬」を

運営する楽天グループの競馬モール株式会社（以下「競馬モール」）は、帯広市が主催する「ばんえい

競馬（ばんえい十勝）」（注 1）を通じた地域振興策の「ばんえい十勝応援企画」に、2024年度も継続し

て共同で取り組むことを本日発表しました。「ばんえい十勝応援企画」は、2013年 4月から開始してお

り、本年度で 12年目となります。 

 

「ばんえい十勝応援企画」は、「ばんえい競馬」の存続を応援することを目的に、帯広市と「楽天競

馬」が共同で実施してきた企画です。昨年度は、レースの魅力の最大化を目指し、コース上における馬

ソリの位置をリアルタイムに計測して把握するための実証実験を行ったほか、帯広畜産大学と共同で、

競走馬の健康管理および疾病の未然防止を目指す研究（注 2）の実用化などに取り組みました。 

 

今年度は、ばん馬の生産振興策として 2020年度から帯広畜産大学と取り組んできた競走馬の健康管

理および疾病の未然防止を目指す共同研究内容の現場における実用化にさらに注力していくとともに、

帯広競馬場内の診療所等との連携を強化し、ばん馬の健康管理促進を図ります。さらに、新しく観光支

援策として、市外から帯広競馬場を訪れる人々を対象に帯広市の魅力を発信し、観光などで継続的に帯

広市を訪れるファンを醸成するための検討会議を立ち上げます。本会議体を通じて、楽天グループの強

みを生かした観光振興策なども検討していく予定です。 

 

北海道開拓時代の文化を今に伝える「ばんえい競馬」は、2007年度に帯広市による単独開催とな

り、今では帯広市の主要な観光資源となっています（注 3）。「ばんえい十勝応援企画」を通じて競走馬

の生産者支援や特別番組のオンライン配信など、様々な「ばんえい競馬」振興施策に取り組んできた結

果、2023年度の「ばんえい競馬」の売上金額は、帯広市単独開催以来の最高額を更新し、559.5億円

（前年同期比約 4.8億円増）を達成しました（注 4）。 

 

帯広市と競馬モールは、引き続き「ばんえい十勝応援企画」を通じて地域の活性化を図るとともに、

「ばんえい競馬」の魅力を高め、ファンの拡大を目指してまいります。 

 

（注 1） 「ばんえい競馬（ばんえい十勝）」は、農耕馬として利用されてきた馬体重約 1 トンのばん馬 

に、騎手と荷物を載せた鉄そりを曳かせ、坂のある障害コースで速さを競う競技です。公営競技 

としては世界で唯一、帯広競馬場で開催されています。北海道開拓時代の伝統を受け継ぐ独特の馬

文化として、「北海道遺産」にも認定されています。 

 

（注 2）帯広市と楽天競馬は、競走馬の頭数維持・確保に向けて、2020 年度より帯広畜産大学との共同研究
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に取り組んでいます。詳細は下記リリースをご覧ください。

https://corp.rakuten.co.jp/news/update/2020/0720_01.html 

 

（注 3） 「ばんえい競馬」は 2006年度までは帯広市、旭川市、岩見沢市、北見市の 4市で開催されていま

したが、旭川市、北見市、岩見沢市が撤退したため、2007 年度からは帯広市による単独開催となり

ました。 

 

（注 4）  直近 12年間の発売金額および本場入場者数は以下の通りです。 

年度 発売金額（円） 本場入場者数（人） 

2012 年 10,494,580,600 254,081 

2013 年 11,662,642,800 268,693 

2014 年 13,218,352,600 278,263 

2015 年 14,579,315,600 282,932 

2016 年 16,154,093,000 267,997 

2017 年 21,992,641,500 281,632 

2018 年 24,429,193,700 289,457 

2019 年 31,085,678,100 298,624 

2020 年 48,352,787,900 161,944（※1） 

2021 年 51,795,173,200 171,135（※2） 

2022 年 55,479,885,100 279,837 

2023 年 55,958,001,000 336,289 

「ばんえい十勝令和 5年度 終了報告（ https://banei-keiba.or.jp/tp_detail.php?id=8887 ）」より。 

帯広市単独開催となった 2007年度からの発売額及び本場入場者数は終了報告をご覧ください。 

※1 新型コロナウイルス感染症対策により 2020 年 4 月 24日（金）～2020年 7 月 6日（月）までの 

34日間無観客競馬開催 

※2 新型コロナウイルス感染症対策により 2021 年 5 月 17日（月）～2021年 6 月 20日（日）までの 

15日間および 2021年 8 月 30日（月）～2021年 9 月 27日（月）までの 13 日間無観客競馬開催 

 

 

■帯広市と競馬モールの「ばんえい十勝応援企画」概要 

・時期： 2024年 4月 19日（金）～ 2025年 3月 16日（日） 

・2024年度の主な施策（予定）： 

帯広市と「楽天競馬」を運営する競馬モールが共同で、「ばんえい競馬」の存続を応援する施策に取

り組みます。2024年度の主な施策は以下の通りです。 

 

（1） 競馬×観光 検討会議（仮称）の立ち上げ、競馬をきっかけとした帯広市のファン拡大の取り組

み 

（2） 帯広畜産大学への研究費拠出および帯広競馬場内診療所等との連携強化による、ばん馬資源の維

持・確保に向けた生産振興策の継続・促進 

（3） 帯広競馬場で実施されるイベントへの協賛 

（4） 帯広競馬場の全厩舎への人参や牧草ロールの贈呈 

 

https://corp.rakuten.co.jp/news/update/2020/0720_01.html
https://banei-keiba.or.jp/tp_detail.php?id=8887
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・競馬モールの 2023年度の積立額・拠出額（実績）： 計 7,150,000円 

2023年度に実施した施策は以下の通りです。 

●ばんえいスタジオ公式ブログ「ばんブロ」やメディア、馬ソリのコース上における位置取りをリア

ルタイムに計測するシステムの実証実験、イベント協賛など： 4,150,000円 

●帯広競馬場の全厩舎への人参や牧草ロールの贈呈、生産振興策としてばん馬資源の維持・確保に向 

けた帯広畜産大学への研究費拠出： 3,000,000円 

 

・参考 URL： 

「ばんえい十勝オフィシャルサイト」： https://www.banei-keiba.or.jp/ 

「楽天競馬」： https://keiba.rakuten.co.jp/ 

「楽天競馬 ばんえい競馬応援企画 2024」： https://keiba.rakuten.co.jp/event/banei_cheer 

「北海道 Likers」： https://hokkaidolikers.com/ 

 

・リリース別紙： 

https://rak.box.com/s/lu5rk4r58p7bsrofxnnpr6gqpuar7mxo  

以 上 

【お問い合わせ先】 

帯広市 農政部ばんえい振興課 

Tel： 0155-34-0825（代） Email： banei@city.obihiro.hokkaido.jp 

 

楽天グループ株式会社 トラベル&モビリティ事業 PRグループ（担当：中原・小室） 

Email： trv-pr@mail.rakuten.com 

https://keiba.rakuten.co.jp/event/banei_cheer
https://hokkaidolikers.com/
https://rak.box.com/s/lu5rk4r58p7bsrofxnnpr6gqpuar7mxo
mailto:trv-pr@mail.rakuten.com

